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消化性 潰瘍に対 す る漢方薬単独投与 （四逆 散 ，

六 君 子湯 ， 黄連湯 ）の 治療効果に つ い て

宏善会高橋病院外科 ・ 消化器科

○岡 　 進 ， 高橋恵美

〔目的 〕消化性潰瘍は 日常よ くみ られ る疾患で あ りH2 ブ ロ
ッ カ ー（以後 H2　− B ）が使用 され

る 。
H2 − Bの 治療効果 は 顕著で急速に 自覚症状は 消失 し ， 潰瘍は 1 ケ 月以内に 治癒す る 。

し か し再発が多 い 。 再発予防の た め の H2 − B と漢方薬 の 併用 は 有用で ある との 報告は あるが

初期治療で の漢方薬単独投与の 報告 は少な い 。 初期治 療に 単独投与が可能か どうかを検討したb

〔対 象 〕す べ て 消化性潰瘍 の 初診で 胃内視鏡に て診断の つ い た 9症例で ある。 漢方薬単独投

与又 は鎮痙剤 （臭化チ キ ジ ウ ム ：チ ア トソ ）， 制酸剤 （マ ーロ
ッ ク ス ）を併用した が H2 − B

は 併用 しな か っ た 。 ツ ム ラ 四逆散 4 例 ， 六君子湯 2 例 ， 黄連湯 3 例 の 9例で 全例に疼痛対策

として苟薬甘 草湯を併用した 。

〔成績 〕H2 − Bを使用 せ ずに 2 週間程 で 潰瘍は 治癒し ， H2 − B とほ ぼ同 じ効果を示 した著効

例は 4 例 あ っ た 。 黄連湯 2 例 ， 四逆散 1例 ， 六 君子湯 1 例 で あ る。 い ずれ も苟薬甘草湯を併

用 し た が疼痛に は 不 十分 で 鎮痙剤を使用 した 。こ れ らの 著効例は すべ て浅 く小 さな潰瘍 であ

り ， 十二 指腸潰瘍 2 例 ， 胃前庭部潰瘍 2 例 で あっ た 。 有効例 は 四逆散を 投 与した 3 例で ある 。

潰瘍部位は十二 指腸幽門部 ， 角上部 の 深 く大 きな潰瘍 で あ っ た。 内視鏡で は 1 週 間 で A1 −

stage よ りH1 へ の 改善が認め られ た が ， 苟薬甘草湯 ， 鎮痙剤の投与に て も疼痛が 消失せず，

14 日 目よ り ， H2 − B を追加投与 したもの で ある 。 無効例は 黄連湯投与の 十二 指腸潰瘍 で 改

善が認め られ な い た め 無効 と し H2　
一・B を投与した 。 特別例は多発性胃十二指腸潰瘍で 角上部

の 潰瘍は 有効例 と 同 じ くらい の 大 きさ と深さ で あ っ た 。 外来に て 1 週間 H2 　・−B　it与後入院 と

な っ た 。 H2 − B を中止 し六 君子湯 ， 芍薬甘草湯 ， 鎮痙剤を投与 した 。 疼痛は 訴えず潰瘍の 治

癒は 著効で あ っ た 。

〔考察 〕消化性潰瘍 の 漢方治療は浅 く小 さなもの で あれば単 独投与が可能で あるが ， 疼痛が

残 り鎮痙剤が必要で あ る。 深 く大 きな 胃潰瘍 と十二指腸潰瘍は 単独投与で の 治療は無理 で特

に疼痛の 消失が不十分で あっ た 。 初期の 1 週間 H2 − B を投与 したあ と漢方薬を単独投与 した

症例は 痛み も訴えず ， 潰瘍 の 治癒も早か っ た 。 深 く大 きな胃潰瘍 ， 十二指腸潰瘍に は 短期間

の Hz − B 投与後の 漢方薬単独療法が期待で き る 。 こ の 療法の 再発に 関し て は 今後検討したい 。
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